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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第３四半期
連結累計期間

第57期
第３四半期
連結累計期間

第56期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 2,230,135 2,052,886 3,333,232

経常利益又は経常損失（△） (千円) 51,200 △55,715 134,961

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益又は親会社株主に
帰属する四半期純損失(△)

(千円) 8,448 △63,859 84,638

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 16,300 △89,139 43,108

純資産額 (千円) 1,851,772 1,791,361 1,878,580

総資産額 (千円) 4,653,721 4,220,062 4,545,970

１株当たり四半期(当期)純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

(円) 1.94 △14.61 19.39

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) 1.89 ― 18.97

自己資本比率 (％) 39.7 42.3 41.2

回次
第56期

第３四半期
連結会計期間

第57期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

(円) 0.53 △7.19

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 第57期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在する

ものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前

事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当社グループに関する財政状態及び経営成績の分析・検討内容は原則として四半期連結財務諸表に基づいて分析し

たものであります。なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判

断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国をはじめとするアジア新興国・資源国等の経済減速に加

え、英国のEU離脱問題、米国の大統領選挙による為替の乱高下が生じるなど海外経済の不確実性の高まりにより、

先行きの不透明な状態となっております。

　このような状況のもと、当社グループにおきましては、お客様第一主義に徹し、積極的な営業活動を展開したも

のの、売上高は20億5千2百万円(前年同期比7.9％減)となりました。利益面につきましては、原価低減活動により

生産性の向上、経費削減等を行ったものの、営業利益は4千8百万円(前年同期比57.6％減)となり、為替差損を計上

したこと等により、経常損失は5千5百万円(前年同期は経常利益5千1百万円)、親会社株主に帰属する四半期純損失

は6千3百万円(前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益8百万円)となりました。

セグメントの状況は次のとおりであります。

　自動二輪車等部品事業につきましては、国内及びベトナムの子会社YAMAZAKI TECHNICAL VIETNAM CO.,LTD.におけ

る販売は順調に推移し、売上高は9億4千8百万円(前年同期比2.1％増)、営業利益は2千8百万円(前年同期比252.9％

増)となりました。

　工作機械事業につきましては、省力化機器、専用工作機械共に受注が減少し、売上高は11億2千5百万円(前年同期

比15.0％減)、営業利益7百万円(前年同期比91.6％減)となりました。

　

(2) 財政状態の分析

(資産)

　総資産は、42億2千万円となり、前連結会計年度末と比較して3億2千5百万円の減少となりました。

　流動資産は、22億7千9百万円となり、前連結会計年度末と比較して2億2千5百万円の減少となりました。これは

主に、受取手形及び売掛金、仕掛品の減少等が現金及び預金、電子記録債権等の増加を上回ったことによるもので

す。

　固定資産は、19億4千万円となり、前連結会計年度末と比較して1億円の減少となりました。これは主に、機械装

置及び運搬具等の減少によるものです。

(負債)

　流動負債は、16億1千1百万円となり、前連結会計年度末と比較して3億5千万円の減少となりました。これは主

に、短期借入金等の減少によるものです。

固定負債は、8億1千7百万円となり、前連結会計年度末と比較して1億1千2百万円の増加となりました。これは主

に、長期借入金等の増加によるものです。

(純資産)

　純資産合計は、17億9千1百万円となり、前連結会計年度末と比較して8千7百万円の減少となりました。これは主

に、為替換算調整勘定及び利益剰余金等の減少がその他有価証券評価差額金等の増加を上回ったことによるもので

す。

　自己資本比率は、前連結会計年度末の41.2％から42.3％となりました。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は2千7百万円であります。

　

(5) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、工作機械事業における受注高及び受注残高は著しく減少いたしました。

　販売実績に著しい増減はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,703,000

計 15,703,000

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,513,000 4,513,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 4,513,000 4,513,000 ― ―

(注) 提出日現在発行数には、平成29年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年10月１日～
平成28年12月31日

― 4,513,000 ― 961,276 ― 242,876

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成28年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式
141,700

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

4,370,900
43,709 ―

単元未満株式
普通株式

400
― ―

発行済株式総数 4,513,000 ― ―

総株主の議決権 ― ―

(注) 「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の名義書換失念株式が1,000株(議決権10個)含ま

れております。

② 【自己株式等】

平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ヤマザキ

浜松市東区有玉北町489-23 141,700 ― 141,700 3.14

計 ― 141,700 ― 141,700 3.14

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、明治アーク監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,078,015 1,132,020

受取手形及び売掛金 776,895 613,631

電子記録債権 197,829 217,958

製品 31,070 27,681

仕掛品 279,887 191,353

原材料及び貯蔵品 90,781 81,432

その他 50,568 15,401

流動資産合計 2,505,048 2,279,480

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 622,385 453,050

土地 786,595 786,595

その他（純額） 186,198 178,061

有形固定資産合計 1,595,179 1,417,707

無形固定資産 18,311 15,665

投資その他の資産

その他 445,006 524,494

貸倒引当金 △17,575 △17,285

投資その他の資産合計 427,430 507,208

固定資産合計 2,040,921 1,940,582

資産合計 4,545,970 4,220,062

負債の部

流動負債

買掛金 126,566 95,228

短期借入金 1,683,883 1,360,483

未払法人税等 14,228 6,288

賞与引当金 61,074 26,328

受注損失引当金 - 2,444

その他 76,685 120,825

流動負債合計 1,962,438 1,611,598

固定負債

長期借入金 400,939 487,445

退職給付に係る負債 251,551 258,375

その他 52,460 71,282

固定負債合計 704,951 817,102

負債合計 2,667,389 2,428,701
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 960,253 961,276

資本剰余金 829,859 830,883

利益剰余金 101,093 37,233

自己株式 △85,038 △85,038

株主資本合計 1,806,167 1,744,355

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 84,839 127,572

為替換算調整勘定 △17,201 △85,213

その他の包括利益累計額合計 67,638 42,358

新株予約権 4,775 4,648

純資産合計 1,878,580 1,791,361

負債純資産合計 4,545,970 4,220,062
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 2,230,135 2,052,886

売上原価 1,736,999 1,617,853

売上総利益 493,136 435,032

販売費及び一般管理費

役員報酬 69,142 106,778

給料及び手当 116,125 114,546

賞与引当金繰入額 4,090 4,428

退職給付費用 4,701 3,158

その他 185,548 157,934

販売費及び一般管理費合計 379,607 386,846

営業利益 113,528 48,185

営業外収益

受取利息 2,210 4,996

受取配当金 4,216 4,924

受取賃貸料 2,685 1,655

受取保険金 1,328 3,584

その他 2,260 951

営業外収益合計 12,701 16,113

営業外費用

支払利息 23,866 16,118

為替差損 44,099 99,895

その他 7,064 4,001

営業外費用合計 75,029 120,014

経常利益又は経常損失（△） 51,200 △55,715

特別利益

固定資産売却益 359 -

特別利益合計 359 -

特別損失

固定資産売却損 165 -

固定資産除却損 5 0

保険解約損 43,168 -

減損損失 - 3,000

特別損失合計 43,339 3,000

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

8,220 △58,715

法人税、住民税及び事業税 3,869 3,854

法人税等調整額 △4,097 1,289

法人税等合計 △227 5,143

四半期純利益又は四半期純損失（△） 8,448 △63,859

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

8,448 △63,859
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 8,448 △63,859

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,941 42,732

為替換算調整勘定 4,910 △68,012

その他の包括利益合計 7,852 △25,279

四半期包括利益 16,300 △89,139

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 16,300 △89,139

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(会計方針の変更)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

　当社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」

（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得

する建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額は軽微であります。

（追加情報）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

(四半期連結貸借対照表関係)

　１ 受取手形割引高

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

248,952千円 ―千円

　

２ 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

受取手形 ―千円 84,198千円

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

減価償却費 119,621千円 96,232千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．配当金支払額

　 該当事項はありません。

２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　 該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．配当金支払額

　 該当事項はありません。

２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　 該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２自動二輪車等

部品事業
工作機械事業 計

売上高

外部顧客への売上高 929,080 1,301,055 2,230,135 ― 2,230,135

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 22,332 22,332 △22,332 ―

計 929,080 1,323,387 2,252,468 △22,332 2,230,135

セグメント利益 7,961 93,234 101,196 12,332 113,528

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２自動二輪車等

部品事業
工作機械事業 計

売上高

外部顧客への売上高 948,629 1,104,256 2,052,886 ― 2,052,886

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 21,107 21,107 △21,107 ―

計 948,629 1,125,364 2,073,993 △21,107 2,052,886

セグメント利益 28,098 7,870 35,969 12,216 48,185

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

決算短信（宝印刷） 2017年02月08日 11時12分 14ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社ヤマザキ

― 15 ―

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

1円94銭 △14円61銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

8,448 △63,859

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

8,448 △63,859

普通株式の期中平均株式数(千株) 4,363 4,370

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 1円89銭 ―

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(千株) 107 ―

(うち新株予約権)(千株) (107) ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注) 当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、

１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成29年２月13日

株式会社ヤマザキ

取締役会 御中

明治アーク監査法人

指定社員
業務執行社員

公認会計士 二 口 嘉 保 印

指定社員
業務執行社員

公認会計士 藤 本 幸 宏 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヤマザ

キの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤマザキ及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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